
（別紙３）

～ 令和　7　年　3　月　31　日

（対象者数） 10 （回答者数） 10

～ 令和　7　年　3　月　31　日

（対象者数） 9 （回答者数） 9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
学会参加や外部研修を積極的に行い、スキルアップを図り、
専門性の高い訓練を行う。

2
今後も保護者には訓練内容の報告を必ず行い、自宅でも行え
るような訓練や課題などをお伝えしていく。

3
年間を通して、保護者様や利用児童が見通しが持てるような
提供の仕方を考えていきたい。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
地域のイベントや活動に積極的に参加し、交流を深めてい
く。

2
大きなイベントだけでなく、小さなイベントなどでも回数を
増やし、参加できる機会を増やしていきたい。

3
今後、利用児童数などに関わらず、日にちを設定し、実施後
には、SNSなどで発信したら良いのではないかと提案があっ
た。

リハビリ専門職（PT,OT）の、医学的根拠に基づく個別訓練の
中で、こどもの特性に応じた訓練を受けることが出来る。

週一回のリハビリ会議にて、症例検討や勉強会、意見交換等を
行い、より良い療育を目指している。

保護者との連携や情報の共有。
送迎時など、日ごろから保護者からの相談を受けたり、事業所
内での過ごし方や訓練内容などを報告している。

概ね３月に１回職員間でこどもたちのモニタリングを行い、現
状の様子、成⾧段階に合わせて支援計画の見直しを行ってい
る。

児童発達支援管理責任者を中心に多職種（介護福祉士、保育
士、児童指導員、理学療法士、作業療法士等)が参加するミー
ティングを行い、情報収集、現場からの意見交換等を実施し、
モニタリング、個別に応じた支援を踏まえて支援計画書を作成
している。

避難訓練の定期的な実施、保護者様への周知が不十分。
利用児童の利用日や時間帯が異なるため、いつも、不定期に
なってしまう。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

地域との交流機会が不足していること。
地域の保育園や幼稚園の児童との交流会などはあまりできてい
ない。

親子で参加する活動や親同士の交流する機会が少ない。
事業所の事情や各家庭の事情などで、日程調整や、イベント内
容の構成が難しい。

令和　6　年　4　月　1　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和　7　年　４　月　30　日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 　　　　　リハこどもデイ フクシア

○保護者評価実施期間 令和　6　年　4　月　1　日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


